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長尾川に住む指標生物を調査

「 かわね・ ふるさ と 自然塾」 講座の様子

町の自然資源を活かした地域観光事業に取り組む一般社団法人エコティ か
わね。 今回は８ 月に開催した「 かわね・ ふるさと自然塾」 の様子を報告し
ます。

南アルプスユネスコエコパーク南アルプスユネスコエコパーク

10周年に向けて（ ４ ）10周年に向けて（ ４ ） 　 今年は「 南アルプス ユネス コ エコ パーク 」 登録10周

年イ ベン ト と し て、 ８ 月に「 かわね・ ふる さ と 自然塾」

を 開催し ま し た。 川根本町の豊かな自然を、『 動物・ 植

物・ 昆虫・ 鳥・ 星空・ 山』 に分け、 純粋にその分野が好

き で長年携わってき た地元の方々に、 お話し ていただき

ま し た。 初めての取り 組みでし たが、 町内外併せて50

名弱の方が参加し て下さ いま し た。

　 感想で一番多かっ たのが、「 身近なのに、 知ら ないこ

と が多く て驚いた」 と いう も のです。 普段何気なく 目に

し ていても 、 少し 深く のぞく と 様々な発見があり ま す。

それを見つけら れた時に、 人生に少し 、 豊かさ と 楽し み

が生ま れる のではないかと 思いま す。

　 夏休み期間中は、 三ツ星学園から も 「 長尾川の水生生

物調査」・「 野外でのバード ウ ォ ッ チン グ 」 の依頼を 受

け、 探究学習を行う 生徒たちをご案内し ま し た。 水生生

物調査では川の中に実際に入り 、 指標生物と なる 生き 物

を 捕獲、 その川が綺麗かど う か測り ま し た。 調査の結

果、 カワ ゲラ ・ 沢ガニなど の綺麗な川に住む生物が見つ

かり ま し た。 嬉し いこ と に、 継続し 、 他の川も 自力で調

査を行った生徒も いたそう です。

　 今年の夏は台風の進路にも 悩ま さ れま し た。 気象やそ

の他の要因で、 環境はどんど ん変化し ま す。 自然の美し

い川根本町を引き 継いでいく ため、 こ れから も 『 未来へ

の種蒔き 』 を続けたいです。

8 /2 2水と地域との繋がり を学ぶ
中学生が長島ダム管理所の一日管理所長を体験しました

　「 第46回全国日本中学生 水の作文コ ン ク ール」 で環境

大臣賞を 受賞さ れた小
こ

池
いけ

翔
し ょ う

子
こ

さ ん（ 学校法人不二聖心女子

学院中学校） が、 水に関する 職場体験と し て、 長島ダム 一

日管理所長を 体験し ま し た。

　 小池さ んは、 川
かわ

口
ぐ ち

一
かず

彦
ひこ

管理所長から 一日のス ケジュ ール

と ダム の役割の説明を 受けた後、 任命書と 名札、 名刺を 授

与さ れま し た。 その後、 巡視船によ る ダム 湖周辺の点検

と 、 ICT施工現場の確認およ び安全パト ロ ール、 ダム 本体

の点検を 行い一日所長体験が終了し ま し た。

　 小池さ んは体験を 振り 返り 「 初めての経験で普段は見ら

れないと こ ろ も 見る こ と ができ ま し た。 観光客の視点では

なく ダム を運営し ている 方の視点を 知り 大事な経験になり

ま し た」 と 話し ま し た。

川口管理所長から任命書を受け取り、 ダム印

発行作業や巡視船パト ロールを行う 小池さん

こ こ にも 、 一つの物語。
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　 令和６ 年度全国高等学校総合体育大会カ ヌ ー競技

が、 大分県豊後高田市「 真玉B＆G海洋セ ン タ ーカ

ヌ ー場」 で開催さ れま し た。

　 当町から は、 川根高校カ ヌ ー部の生徒12名が出場

し ま し た。

　 結果は、 男子カ ナディ ア ン フ ォ ア 種目で500m ７

位、 200m ８ 位と ２ 種目で入賞し ま し た。 全国イ ン

タ ーハイ では、 ３ 年連続の入賞です。

　 試合を 終えた選手は「 いつも と は違う 強い横風に苦

戦し ま し たが、 チーム のメ ン バーと 自分たちのやって

き た練習を信じ 、 最後ま で全力で漕ぐ こ と ができ ま し

た」 と 当日の様子を 振り 返り ま し た。

練習を信じて全力で臨む
川根高校カヌー部の生徒がインターハイで入賞しました

インターハイに出場した川根高校カヌー部の皆さん
「 写真提供　 川根高校カヌー部保護者会」

8 /1 7地域の賑わい創出を目指して
久野脇地区で恋金橋イルミ ネーショ ンと夜店市が開催されました

　 恋金橋イ ルミ ネーショ ンと 夜店市が久野脇地区で開催さ

れ、 約100名の来場者で賑わいま し た。 こ のイ ベン ト は、

久野脇地区の交流人口拡大に取り 組む「 く のわき 未来の

会」 が主催し たも ので、 今年初開催と なり ま す。

　 ビ ールや焼き 鳥など 飲食ブース のほか、 ス テージでは地

名太鼓ク ラ ブの演奏や、 アニメ 「 ゆる キャ ン △」 のダン ス

体験ができ 、 参加者全員で踊り ま し た。

　 同会代表の筒
つつ

井
い

光
みつ

夫
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さ ん（ 久野脇） は「 大井川鐵道早期

復旧と 地域活性を 願っ てイ ベン ト を 企画し ま し た。 ま た、

観光客と 地域住民と の交流の機会と し 、 久野脇を PRする

と いう 意味でも 今後も こ う し た賑わい創出のイ ベン ト を 企

画し ていき たいです。 今回はと ても 大勢の方に訪れていた

だき 嬉し く 思いま す」 と 話し ま し た。
力強い演奏を披露する地名太鼓の皆さん

8 /2 2生産性と品質向上を目指して
町内の茶業関係者が意見交換を行いました

　 川根本町共同製茶連絡協議会、 川根本町農業経営振興

会、 JA青壮年部によ る 合同の一番茶互評会が農林業セン

タ ーで開催さ れまし た。

　 講師には、 県志太榛原農林事務所の櫻
さ く ら いま さ ひろ

井雅浩技師を 招

き 、 出品茶の成分分析の結果を踏ま えながら 改善点やアド

バイ ス 等について意見交換を行いまし た。

　 出品茶は荒茶やこ だわり のお茶を 含め全部で21点あり 、

外観・ 香気・ 水色・ 滋味の４ つの項目について互評し ま し

た。 参加者は「 お茶の産地と し てま だま だ向上はでき る 」

「 こ う し てお互いに研究でき る 場がある こ と は有意義であ

り 、 今後も 川根茶の品質向上のために続けてほし い」 など

意見を交わし ま し た。 出品茶を一つ一つ丁寧に評価し記録をつける

各茶園の代表者のみなさん
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